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巻頭.言

 場長西田I稔

 年に数回開催、される坪琴声の水産関係担当委員会で・・殆ん
 ど毎回のように議員さんの講カ)が発言一質問されるのは'機船

 底裏.網漁業の一票示区域違反操業に対する漁業取締のことであ

 る骨融凄き書害鵜葦.躍一鰯渠1藻紬甑乏巌約一委厳重
 にしろ・、陣容を強・化一し.ろ、という至極.も?ともな質、間であり
 むしろ激励である。

 答弁される執行部禦、も年々歳々=人同じ牟)らダといえ・ξも.・
 一大体似たりよったり・で・海域の・不い・ζと・蓮反卵悪即..干.
 と・取締脇の少ないこと・或いは小さい.こと・予・算.が少.・な=;二く.1
 て充分に活動ができないこ一となどである。

 1質問も答弁も真にじもつ一ともなことで横から何も申すこと
 はないようであるが、一歩進んで考えると大きな疑問にぶつ一プ

 つかる。

 一沿岸漁繋不振の原因の主要部分が・1簑船.底裏網漁業のせいであ

 'るかの如き考えが、.業者にも関係,者にも.当然のしとと..してI、

 全く疑問も持たれずに占められているように思えるが、はた

 1,してこのことは科学的に究明されたこ1とがあるのカ)。

 1究明した上で取締り方'策が樹立されているので.あろうか。

 それ.ともこれ位の範囲は沿岸漁業の操業範囲だから機船底曳
 の禁止'区域にする,.その区域を犯す船の.程度がこれ宜だ・知ら

 取締船をご.の位動かす、と云う程度のものであろうか。

 しかし水産には何しろ資料が少ないので、せつかく検挙しI,

 た違反船に対する司法処分と行政処分の程度では、あたかも

 食物にたかるハエをウチワで時々あおぐ一のと同じこ・とである,.
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 ハエが衛生上の敵であり、千本当にト≒ラセたく・ないのであれ
 ぱ、ウジの発生源をついて絶滅すべきであるし、そうでない

 とすれば昔のある地方のコトワザの様にハエもとまらぬ食

 べ物は、じちそうでないと達観して、ハエのとまるζとを気

 にヵ)けなし、司蒙にする.に限る。

 .即ち機船底曳σ密漁するような漁場があることを喜ぶべきで
 あるか。.

 乏しい知識をしぼって沿岸振興対策に取組むとしても、

 相当大きな水産予算の部分を占める漁業取締りが、筒且つ、

 毎回の議会で問題となる程、百年河清を待つが如き機船底曳

 の違反に実効が少ないとすれば、何か割り切れない感をもた

 らすのを防ぎきれないものがある。
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集団操業指導事業第2回航海概要

漁業部

 H主旨省略

 〈⇒期間昭和35年ク月29'日
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かもめ 14,65竃

乗組員2名

別図航跡図参照

瀬魚一本釣漁具

60炉

船員8名

8鉢(構造省略)

指導経過概要

 第2次航海出漁にろいては、台風7号の接近により
 各集団船とも待期の状態であったので、関係各漁協に

 連絡をとって参加船の確実な掌握をなさんとした。

 その結果

 岩本漁協グループ中心船陣美丸外。2隻

 漁場は権曽根

 指宿漁協グループ連絡不確実にてつかめず

 山川漁協グループ.漁観に連絡するも要を得ず、

 鹿児島入港中の中心船癌沓主に

 連絡をとる。

 中心鱈溝海丸は機関、魚探

 整備中にて2,.3日の遅延。
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 傘下船は3隻操業予定。漁場選定は、.

 1山川帰落後で去ければ不一明なるが、規
 模の相違から、3.隻と操業は無理であ
 る(中心船の経営上より無理がくるの

 1で話合いたい)

 」一川尻μ_プ中心船松島丸・隻、竹島、硫黄島
 1一'漁場他・隻はフカ延縄漁業従子中。
 1石垣グループ中心鉛好丸外6隻硫黄。竹島漁場

 各グ〃}プ船と'毛天軍回復次錆拙漁の予定。
 、一・以上の様な情報に基いて7月29・昌・中心漁場の竹爵向げ
 1出漁した。燃し、前記の情報は各般個・の意志でな1、漁
 協の想像意見のためか連絡不充分にて、川尻中心船松島丸一一

 1石垣グループ6隻辛.9み連絡.が取れ・他船風とは全く違艦・1
 ■が取れず。之は通信設備の不備もめることながら、漁場の
 集中化が制約を受けるためである。叉、集団採薬指導本来I

 の指導誘導は、・文月・、～目の石垣.グループの/回を打つだ一のI、
 みで二好漁場の発見が出来得ず二名船匹敵するの止むなき
 にいたり。指導船も出漁計画に基き、単独調査に終始する

 一の止むなきにいたつ一た。

 又、小型集団船操業漁場として竹島、硫黄島鮒近はとも
 かく、往航路に時間を一とられるが、種子島、熊野港を根麹

 とした操業も一応な・う吹っのではなかろうかと一回.一の調査
 を実施した。次に日'々の概況について

 月29日2・えり1-0始動鹿児島出港'一竹島へ

 月.・・日情報に基き、竹島泊地にて集紬を掌握の予
 定で・あつたIポ隻も.認めず。
 同島SSE.2浬の習根の調査を行うべく直航、
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7月31日

 05,30時到着操業開始す、同漁場に先行の・

 川尻中心船松島.丸と初二めて連絡とれる(石垣
 グループ船1孝来社出漁せず、他集団は不明)

 操業途中、二松島丸より連絡を受けたので接船す

 ると、声関故障につ.き修理方依頼を受けたので
 かもめ機麗長.(中尾技師)を同乗故障排除にあ

たらしめるb1.・

 同漁場は東よ.りの急潮流で全く餌付なく、竹島

 ,周辺よ・り硫黄島周辺へと移動しつ㌧調査する様

 松島丸と連絡1し実施寺るも、各所とも餌付辛く.
 なし。タますみ、トツーぺ曽≠畏にてハマダイ/。2

 醇・を鈎獲す・る・のみ。台風接近について松島丸に

 注意をなすぢ1

 一ジ9,125時・操業終了

 。2一一0、ノー0騎≒硯迂黄1島イ反タ自

 明1ヨの操業計繭について松,島丸と連絡

 松一.島一丸と連1緒を取る。余り餌付ないので広く.

 調査し一・一たならばと連絡了解の上、03,oo跨本

 船一かみ1黒島漁場へ向う(松、島カユは、硫黄島ヤク

 ロ・瀬附近調.査予定)06.00時黒島北側2-3

 渥三障村・う至一預良一場=を該自室三・う一るも、コド多く又モ朝主荒…裏く

 奮軍付二毘ず、.西側漁場より南側漁、場へ一と移行調査
 づ一Iるも一倉富'言己と同じく毛曄イ寸`着く;なく、

 櫓吉曽根.の調査に向う。同曽根の潮流は硝々稜

 .・一ヵ)ではあったが.,漁場位置つかめず又漁皆無

 集団船との連絡の関係もあって、/9,!0時操

 一繁打切り硫黄島に向かう。。2・2え30酵投錨仮泊

 (石垣グルτプ艦を認める)

 ・一ホー



8月1日

8月2日

 0主I/り時始肇。出漁に偉いし、碇泊中の石垣
 中心船好丸と連一絡を取る(グループ船は昨日竹島

 I東'曽根にて操業するも餌付な/、硫黄島漁場調査・
 の予定・参加船6・隻)

 本自.は硫黄島周辺の調査に薄志するとの事であっ
 た。本船も同じ様北側漁場を共に一調査するも

 ハマダ・イ。キダイ数.竃の鋼材を見たのみで、

 /α20時好丸と漁、況交換をなし、その結果指導

 船は南側漁場ぺ移航調査す。ハマダィの餌付は、

 章.目散士かんぱしくなし。北側漁場で調査中の各船

 は漁模様悪かったためか全鉛南下、本船と共に操

 業したカミニ先日松島丸燥第位置.(沖トツペ)の指
 示を要望したので各船に対し指導を行う。

 同漁場でタますみハマダィ、チビキの餌付を見

 たが、一余り好激ではなかった。/9,30時蝶菜打
 切り硫黄,島へ、投錨仮泊、各船と連絡を取る。

 各船とも60鞠の漁獲の模様。

 σ佑!o跨始動。昨夜漁況交換の折は(石垣グ

 ループ船)ヤク・口瀬燭辺を操薬予定'であったが、

 予定変更、.本船と同じ沖トツペの調査に決定直航

 す。06,00蒔操業開始参加船3隻(外3隻は

 他漁場へ四散)と、4時間余り調査操業するも全

 く餌付なく各鉛四散す。/α・30跨中心船好丸と一

 連終を取る。参加船は硫黄島周辺より移;動じない

 ため、潜導鱈は調査範囲を拡げてみたらとの藷合

 いの朱、1梅吉曽根の調査を行う穣了解、岡漁場へ

 向う。/2,3-0時漁場者操業開始。魚探機探索に
 て/50^二/80肋線にて、20筋高の瀬を発見
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8月3日

8月4日

 (魚探記録参照)し目標淳子(メウケ)をなし操.

 菜する時に潮流感前半NW'に急であったが次第に

 N円よりに.か.わり・梢々急ではあったがハマダィ
(平均体長39,3献体重/,4.2卒牙)/20蒋

 を漁獲。す。魚群は瀬付と思われ余り広範な分布は

 見られなかった。明目の集団船との連絡のため、

 !坑.45時操業打切り観測終了後硫黄島に向う。
 入港後中.心船好丸と連絡をとる、傘下船は皆帰港

 し、同船のみ竹臨周辺を調査する予定との事。.

 昨夜の打合草の癌り、竹昼周辺調査のため、
 0ユ50時始動出港04δ5時より好丸と竹

 島東曽根を調査操業す、アオグイの餌付教尾を見

 たのみ好漁なく、捧中好丸と率給を散るに漁模様
 によっては帰港する旨にて、本船は計画により行

 動する様との事で、同噌根周辺の終日操業を行う

 もハマダイの釣獲数尾のみ舎く好漁なし。
 好丸も同様か、/ユ00時一頃一転途についた。

 /9,/0時操業打切り竹島N側に仮泊。。、.
 小.型船漁場として、種子島東海漁場を選定し、

 単独調査を・行うべく・0∴00.帯竹昂発・途中魚
 探機探索をなすも瀬の発見出来ず。

 0£45瞭種子島瀬戸神。200俄練を北に向け、

 調査操業するも潮流遍に遠く縄立悪く、岨ヒメダイ

 ー数尾の釣獲を見たのみであった。又、竹崎灯台8

 浬沖合にて熊野港漁船6隻が操業していたカ,、余

 り好漁ではなかったが、ヒメダイの閑散な餌付を

 見た様で李った。本船漁獲28鞠/7,40時

 操業終了、熊野港へ投鑓仮泊一
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 (小型船の熊野・港を根拠として操業すれば、漁場

 'も近い・・ため、潮.節次第Iでは好漁もあるのではなか
 ろうカ)一)

 8月5目東海の調査を引続き・実施する予定で04,00時

 熊野港発。益田…沖8浬地点に向う。麗に同漁場に

 は民間船2隻牟操業中であったが漁模様は良く
 なかった様だ。本船も数回操業したが全く餌付な

 くI、同曽根断・念。..

 200筋線を北に.添い調査するも.、爾多く山当出
 来ず漁場の把握不可能で叉、餌付.全く無く操業

 止め、佐多岬一一一種子、勤間漁場調査を実施のため北

 上し投縄するも、潮流速く之又漁皆無に終り、調

 査操業打切り帰途につく。

鹿児島入港8月6日0/,00時

 0クミ30時水揚

 ㈹水揚一鹿児島県漁連鮮魚部渡し

胸
 カンパヲニ(赤原)/8,6■

 ハマダイ(一血.引)/8星6

メタ'イ(タ'レメ)6,0

 ノ)ナフ・エダイ(キン.キョ)/αo
ヒメダイ(イナゴ)32,8

 チビキ(アカポ)〆よ,0

 アラダイ(自ホタ)和名ナシ9,0

 魚!ξ0

(のさ)/.タ,0

 計3110kg

手取金 38,815円
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操業月日 8月1日

硫黄島
 N1・倶1』.ユ(ユエ)

硫黄島
SSW'7(ユ2)
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50腕
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200脇

釣獲水深
操業開始時
操業終了時
実操業時間(錫勧
操業回数
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平均釣手人員数
平均釣針数
 一.一カンパチ⑤ホ原)
ハタ(アラ)
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ヒメダイ(クロマツ)
 ハマダイ(血.弓D
メダイ(タルメ)
キダイ(レンコ)

 其の地瀬魚
計

堆:定数量

集罰船操業船数
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 東倶吐(ユ5)

海士曽根:

 南側..Q皇)

 一旦腔2児一上二㌻二十箒二㍗

1÷†∵
 ∵一丁千二二ニ
 トニー1二二.二↓二二二、

 一二一一斗一一一一一一…一1-N緊予三一躍
 寸.…一一…一一一一一一.一11ぎ7'I'一一一L

 ...一.⊥.....一...」一....ユ..7.…..z._....

 土1書L一一、転r≒ξ!r
 一一一一一r一一一・一一一一」

 8・40;9.坐..ξ.1ユ8・45

 一一・一÷・・一・……ザー{一・十二等二
 二1二に1・ニヰニ字1山
 }二に一三二Tlべ1二111二

 一一一一十一一一一…一十一一一一一一一

ユユ

ユ3
 一一一一一一←一

8.

幅垣)4

1'13

197

ユ50■

8月3日
竹島

 理.§里.2一(エク)...

 1.1.一、..吸、1星.曼.q埜..
 1!一、一.一.一一一三3-1-P旦一一一.一
 1・r一

 」_..一I_...竺..._.
150・O

 」'''…'一正;.

3

 仁...凹.一理..王、...

2ト

 L一一一' 2
135
 r…'了ガ稽一憲一■■

 1一…一■一''一I■一'一
12ユ,5

 「一一0一'一一■一夏三I一;下一'一■I一一¶一一''一一一
 「.1一二一旦.二二二二..二二.
 し_..」_.ユ号...・.q.....、._.._........一.

 1岬I3・、奥1幾一
6,08

ポ

ユ9,ユO
 'o一'一一一  一■一  一'一一L''.一

502

一

 ζ二.一。二二三三…1二二.二二1二1
30.7

7

60

 L..__、.三.一_.、.._..

4

33

8

15「～

1.μ,5

 r樹]



漁場名

水深

観測時刻

気象

天候

気

圧
佳匿'

風向風力

海

象

波 浪

っねり

透明度

潮流向

水

温

 ○腕

25腕

50職

75筋

 ユ00筋

 ユ50俄

200脇

釣獲水深

 鍵業、開埜時
操業終了時
 笑揚鞠縄。舞鋤
 .ぷ_菱_.甦.丑_
..予塑蟄葵時間..
平均釣手人員数
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 .....り芝し(ク.三工a..
 .ノ、'三タニイ..姐._..引)..
 メタ“イ伝ルメ)
キダイ(レンコ)

 其の他瀬魚

引

推定数鐙

集団船操業船数
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 第、2次第圃操業指導事業航跡及び漁場図

凡例

抹業日

ハマタ“イ

 フ」一r

アヲダイ

州侃 松墨丸

石.壇 好丸

ヒメダイ

 '熊野.蹄郵畳タ隻

.民間船2隻

屋久島



九)経費

 ②調査員旅費

 船一員、搦築費・

計

 ⑫燃料費

6/,0/2円一

重油

モ_ビル

軽油

計

 統ク09円
 6.仏8ρ

 /よ,/89円

 90パ・㍑6'98円
9855

ψ80

 イ3,633円

 直接経費(漁具、其の他消耗品)

 氷φ專I

 サンマ左。2,5鞠
餌料
イカ30

具

舳00円
 供,。200

!,0-00

!ぎミ990

 (内6,36夕円は搬売海を含む)

計  3'、2,/90円

今航海魚俸測定結果
 ハマダイ!アヲダイヒメダイ備考

 顧東=鐙天i1肌一9Q斤r「
 0ザニニニニ三'二二二二コ戸1手1∵戸1…1-1ヒメダィ・・属1

 1島海平均1:.≡26,9≡4ユ9

 ・一9一



 米ノ津川水質汚漬予備調査・(第3回)
調査部

 ⑦資料採取などの日程

 昭和35年9月!9目鹿児島発出水着・市役所で
 打合せ。

 9月20目.米ノ津ル、川口附近海域資料
 採取。

 9月2/日出水製紙KKで聴取調査

 出水発㌧鹿児島着。

 ②調幽当者
 仰(イ)資料'採集一

 米ノ津川てS土2～'St6)採氷・採泥・汀生物・プラ

 ンクトン採集

 、..j本毎製一造部.木下耕之進
県派遣出水市商工水産課小原耕平

一川口附途海域採水.採泥

.本場調査部九万国一台
 '".一上日ヨ忠雄

 ㍗1芸隻1係・.1場1査ザ上1忠1
 干物関.係・"・・九万田』己、

 調I金員の旅費、資料採集等に要した経費は出水市で友

 弁された.

 一!0r



 出水製紙株式会社での聴取調査

 出水製紙常務取締役藤森郡市氏、取締役事務部長
 永岡正康氏と会って、生産見込・、廃水処理施設等…こっ

 いて聴取を二行うと共に工事現場を調査した。

 ◎現在二こ工場では施設の完成を急いで工事中である。

 ◎/0月/0～/5日頃試運転、//月から操業開始予定。

 ◎生産する予定生品はクラフトパルプてKP)で

 年産こや4.斗0・ψ・、トン
 日一産.薦'6。。9よ。ンで予る・

 ◎/日'の木材処理量は80万石。

◎

 量が鰍箆・とソーで㌻=.。〆・砂.亨・!ナであポ
 ◎生産工程の概要

 先づ、木材を小片に砕き、苛性ソ∵ダと硫酸ソーダと一の

 混合揮(煮液)と一緒に木釜に入れら.れ高圧下で蒸煮する。

 煮亭れた物質は孔ρ.あ㌧、泰壌二.終興機)の上にひろげら一れ
 そこで液がハルブから曳曼=弗桑メ本金液)パルプに残って
 いる煮液は熱水で何回坤遜=;い除去される(黒液)こ
 れらの洗篠水は一木登液と共に貯蔵タン.クに送られる。
 ハルブは液化塩素、奇怪ソーダ、湊白粉、二酸化塩素等で

 漂白され、スクリーンを適って洗瀧、濃縮脱水、抄取され

 て紙となる。貯蔵タンクに送られた黒液の一部は木釜へ送I.

 られて再びパルプ原料に使わ'れるが大部分は真空状態で

 濃縮され、燃料に使用.される一。

 燃料に使用された後の不燃物質は、薬液回収ボイラーで
 9よ%爾後の薬液牽回収して、硫酸ソーダを補充し、石灰.
 .を加えて、苛性化して再び木釜へ送られ煮液として用いる。

 一//・



 こ.の操作は絶えず繰り返される。
 工場では薬液損失分としてキ毎日硫睡ソ・一ダ3トンを補充

 Iする予定とのこ一とであつブ㍍

 ◎漂白には前記種々の薬品を、パルプ!トンに対して35

 鞠使用する。・

 ◎廃液には次の4通りがある。

 ②酸一類一一→塩素e七C。

 ②アルカリ類一一一・苛性ソーダ、硫酸ソーダ師C
 ③木皮層洗練水・皿1皮剥ぎ洗離水

 ④その他.雑廃水一り他の洗満水

 この4つの廃水は工場内ではそれくれ別々の溝を流れて、

 鹿本処理施設の手前で合流する。
 ◎廃水処理施設

 ⑦傾斜ろ週槽

 合流した廃水は先づ、傾斜ろ週糟に入る。これは、市

 5晩、長さク脇で60目サラン金網で廃水中の繊維

 等の浮游物を除去し、簾気してB'・○lDの問題を解

 .決するようにしている。浮勝物が除去された廃水は更

 に②クラリファイアー(浄化槽〉に送られ、.沈毅物を
 除去して、残りの液をオーバーフローして排水管へ流

 すようにしている。

 傾斜ろ遇糟を

 通った廃水

クラリファイアー

噴出孔

沈澱物



 ③排水管

 900mmヒューム管で、米ノ津川支流の高柳川、」アル

 コール工場魔永放流点から下流5σ筋の処に放流口が

 開カ)れている。

 工場から'放流口までの排水管の長さは。2,300筋。.

 廃水処理施設は、中越パルプ川内工場よりも充実していI

 るようである。

生物調査

!,汀生物'

 ○方I法

 印潮時に調査点における汀線L帯(/0～30腕)の

 .生物採取を行い、種類と出現量の概略調査を行ウた。

 従って生物の濫については定量的でなく多寡法によっ

 た。

 ○結果

 St2て米ノ津橋上流右岸20脇一の地点〕
 アルコールエ揚廃液のため水色は褐色を呈し二澱粉の

 腐散臭あり。

 めだか稚魚/0数尾群泳。

 その他着生生物認められず。

 S毛3〔米ノ津橋上流400脇、出水商葉高校下、一左岸〕
 ばせカ)なり多し.

 めだか稚魚(○a/鰍)かなり多し'・

 めだカ)かなり多し

 あゆ散見

 べんけいがに(いわがに科)点在

一/3一



てながえび  や㌧少し

 ぬまえび科'の二・種.?I

 (額奏上縁に22歯、下縁に/0歯)
 調査時に附近水域でコイ(30脇内外〉約50尾採捕。

 (広瀬川漁協組合員約ソδ名が特別採捕ρ許可を得て)

 S七.4〔米ノ津.揮下流400視〕
 岳ままカ事尋こ'

べんけいがに

すじはぜ?

めだか

端脚類

点在

点在

 や㌧多し

敬一見
 や㌧多し

 うナ幸塚'・・点二社
ごとひさ

散見
 (やカテたL、さぎ)

 藍藻類多し

 st5〔川口右側〕
カク1・'き
 いしだたみ(巻貝)、、
 な、捗.に一・し'一.

ひらいくがに
 やどかり(種不詳)

 ばせj(種不詳)

 極亭て多し

や㌧㍗..
 一・点=雫
 や㌧多し

点在

 ・散。・見

 S'七6一〔二=州.ロー左、駄〕
カ)き

あカ)にし

いぽにし

 ・ギど嚇り(穣不詳)
.い.したた=み.・I.

 すがい.・・。.

 ばせ(種不詳)

 はいて耗ぐさ?..二

 極めて多し

稀

 点.、、在
 点一.、'.牟
 や㌧多し

 や㌧少なし

散見

点在



 。2,プランクトン

 川水中のプランクトン調査を行った
 ○方…法I.、.、

 千溝帯1に辛畔定年ラーうシク!。ンネツトーを用、・て・川
 の劣岬幸採.集一㌧.た1一ネツ/の口を一上流方向にネッ
 トを水平に由定一して、川水が自然に流入するようにし
 て、/6分間採集した。・

 S尤23i4;516」
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概況

 全般に亘ってプランクトン量^ぺ浮泥丁その他碑小
 キョウ雑物がかなり多かった。

 St4の干潮時採集において沈澱量3賜と他に比べて大

 きいのは、水底の藍藻類(アルコール工場廃液の流入によ

 り著しく繁殖したもの一めようである)が流入したためと恩。

 われる。

 河口のSt5,S七6では何れも植物性プランクトンが

 大部分であるが、上流の他の地点では満潮時は動物性が名

 ～7割を占め、千潮時はS七。2,3では略々同書]台となっ

 ている。

 動物性プランクトンでは、箭2回の調査で殆んどみ.られな

 かつ.た昆虫幼生(.S千3に多し)その他.2へ13種が今回・
 特に採集された。

 s七2はアルコール工場廃水口(米ノ津川の一支流高柳川

 に開口)から約/手0秘下流で絶.えず廃液が流れ、水色

 も茶カツ色に濁っている処であるが、挿潮時には≒種類・

 量ともに多くなってメダカの稚魚もみられた。

 植物性ではSt4の干潮時以外はアオミドロが多かつ牟。

 一/クー



 出水.製。紙工揚排水路平面図 1/20000

出水製紙
 ア」レコール

工場

高柳川



1水質

 水質分折結果・・は・第バ1の通αで.、本湿は河川のSt2,3、
 ,・4…は・一2ポlCで.海一水は2.グC前後である。PHは海水はξ2～

 8;3で河川は一プδ前後で前回(/月)の調査と略々同じであ

 る。溶存酸素はSt,2が3.ぶ2PPmで最,も少なく、一他の揚

 ・'所1手'何れも6,0(}6・5PP皿であった。..塩事盤は河川は/伽以
 下であるが、海域は/8%揃後であIるが但しS七//、!。2

 の坤が/〃4./・式9以て弔・帥値を一示じ下い・亭
 ヒとは河川水はS七//、/。2の方向に分散しているものと

 '考え叩る{o'D.は河.炉S毛・・2は/・38町で最も一
 大きいが・これは無水ア嬢トルエ讐一廃液のため一と考える1
 (無水フル㌃ノ!手磁1舳。1・….!川・・一、浮
 游物質32今、
 St、。2より

 St,4は9,.78pP皿で

 口のSt.、5,6は.2～3

 坪で掬六。に減少し、海水は・,.争岬であ.る数嚇物質も
 Sギ2が48P㌻殻も多く・海水…ま20PP皿以下であ㍍
 叉一表層よ、一り底層が・多茎1がべ・れは一調査当日はカ)な一り波があり一
 海癌が一浅いため・泥質を浮上ミした・こと・.亭F応考えられる。硅酸
 ・・峨河川・水は去・0パ・プ㍗%前褒で河口の・七、5,6は'
 ぶ=・二}㍗に・減少し帥1.・・ト{血勾以下であ
 るポ又るゲI斥。…十…〃表層はζ一ザタ・・r^州n杉で
 ・伽咳い・カ1但し底・層は・・ゴ二㍗tO亘乃.で.ある。一・硅酸.!ま塩素
 鐙一の分布と同一じ横向牽示し一塩素量1.硅。酸の柿舛らみても
 一河川水はs七、//,/4一の方向に分散し、又庇繕は塩素量
 は多く又硅酸は少・ない..ことか・ら表層・を分散するもρキ思われ
 る。燐酸も河川水は4・ρ～ユ・.・1トat.。ツ前後で海水は
 α…ト{皿勾。・以下である・1i。殆ん・ど一前回の調査と同じであ
 るインモニア肘・・…の河川・は・!・～ハトa～、老

 一・・r/9・一



 河口の・い・・は・・～・・ポ†。皿か海水は・
 ポ刊。血かと減少する∴・竜・ノ・・/・・/3の表
 ・届は・・～!4トatα血%.で他の場所より多い値を示し
 ている。

 (2)千満潮時.に於ける水質の変化
 分析結果は第2表の通りでSt,2・3・4は千満による

 水質の変化は殆んど認められないが、満潮帯・には千潮時に
 比較してPH値、塩・素量が梢々増加し、又硅酸は逆に減少

 'してい.ることからS七、2,3附近は満潮時に多少海水の
 影響を受ける。又St,5.,6の河口は干満による水質の

 変化が著しく満潮時は沖合海水と略々同じ値であるが、千

 鮒こ1ま約%が河川水で残/の約㌣が坪水の混合水で
 あると考えられる。一

(31泥質
 泥質の分析結果・は第3表の通りでS竜。2は硫化物∴85

 劣、・…5・・吻、しや/熱減量・・%で/出の場所
 より多いことは無水アルコール工場廃水の苧勝物質がs七
 2附近に沈澱した結果と考える。河川のS七、3・一4・5

 ・は.僻化舳ぺ以下一又・小・・は・劣以下・しや/
 熱減量.・は4%以下である。,海域はSセ、7・8・/8は硫

 化物α・・～α・劣、・・・…はへ碑、しや/熱減量
 はか3%で少ないが、S七、/0,!3,/4,/6,!7,/9,20

 は硫化物α・ん〃二ち、…小伽・堺一しや1熱減量
 厚～9%で最も多く、.S七、9,//,/2,/夕は硫化物σよ吋.3

 ・小・・はク甜彩前後、・しや/熱減量榊%.であるパ・…
 、与一,9,//,/2よりもS七、/0,/3,/4附近の泥質が何れの分

 分析値も多ド箏から河川水と共に海水中に流入する浮瀦物
 I質はSt、/0,/3,/4附近に沈澱するものと考える。

 r20土



第!一/表水質分析結果

St
搬

繊塒間
透明度1 気温 水温.

PH
 ま鮪穀素 鰯



第/一2表 水質分一折.結果
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第2表  干満潮時に於ける水質の変化
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第3表 泥質分析結果
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 宿毛湾のクロチョウガイ天然採苗をみて

養殖部小松光男

 前が'き.
 クロ.チョウIガイの地珪約分・布は』これまで本県が産業的

 棲息の北限であり、かりに本県以北に棲息してい一でもそれ

 は標本的にすぎ汝亡、だろうと考えられていた。

 しかし昨年二高知県宿毛湾内でアコヤの一抹・苗器にクロチ

 ョウ稚貝カ,毒生し頗る生長がよいこ。とが伝えられ、さら

 に今年7月には宿毛市岡崎主事化2看の来県1ξより.同湾
コッタシ・

 内に一可一成り棲息.してい.る立止、また同湾内小筑紫港で1採苗
 されていることを直接知らされ多大の興味.を抱いたので

 ある。岡崎主事等ぽ垂水、坊ノ.津の養.殖地と挿核状況を

 視察して帰・ちれた・が.・。8月末当場に半径該秤入の指導体頓
 があつ牝g三で=9.月5～/5日・全市小筑紫町衆葺漁協にお
 いて挿核掲導するととも・に採苗の模様を見て来ためで
 以下・本県め場合.ξ対比して紹介する。

 ○本県.下の母'貝採竿準.況
 す=㍗半径畔叩が始率ってから/P年になるが・母

 一早はすべて天然産に俵存Uており主として確沿岸、鹿
 児島湾口、種子島西海岸、こし・き島周辺セ採集されている。

 母即当初叩.とが裸も㌻りに一よって採集一されてし'午が・
 現在で.は潜水幕使用によっても容易に集められず業者の

 自主的規制もあるが3万個前後・の養窄二教で、しかない。
 し牢も貝の大事さは・木・㌣型から中・小型に移行してお
 ・り、2～3年貝で揮骸.できない・ものが/ベニ2割も含まれて

 いて明らかに資源雫i減少.をきたしていると恵われる、

 一2一ぷ.・….



 主な棲息地は前記海区のよ卓に外洋に1画した岩礁地帯であ
 って内湾や、また/5,6度以下の水温が或る期間つ㌻く

 所には殆んどみられない。

 生育地がこのように限定されてい・る場合、自然繁殖率は揮
 二当に低いと想像され、現状では資源の維持すら危ぶまれて

 いる。

 そ1・σせあ天然採苗が試みられたこともあるが着生の例がな

 い。しか一し小筑紫港においては事実天然で採苗されるので

 あり二本県ではまだ積極的に採商試験一を実施したことがな'

 いだけに、あらためて試験の必要を感ずるのである。

 (当場では現在、人工受精による・室内採苗試験を実施中)

 ○小筑紫港(養殖場)の杉状と海況

 小筑・紫I潜は宿毛湾奥に位し、大、小2,3の浦から成っ

 て北芦に開いた湾である。湾口は300m、長さ20σひ
 肋、周囲は湾奥の2一、3の平地以外は海岸まで山が迫り、

 時化などには全く安全な形状である。水深は湾中央部20

 ～30箱、底質.は砂泥、所により岩礁一がみられる。

 水温は別表のとおり最低/ぶ℃、最高29～3σ℃で本

 県の養殖場と変らない。比重については、湾奥に補I良川が

 流入.し隣の内外ノ浦に伊与野川、宿毛湾奥には松田川があ

 るため・、比重.は0～/恥は0～/、024以下で非常に低

 一い'。しかし植物性プランクトンが多く母貝の養成場とし

 で定評があ.り、アコヤガイの養成、養殖場となっている。.

 ○宿毛湾のクロー・チョーウ貝棲息地と母貞

 寝一毛市・並びに全栄琴、!サカキ)漁坪の調査範囲ではクI」.
 画のとおり、湾の南海岸線のいたるところ一に棲息している

 が、湾奥部及び北側には殆んどみられない。

 一・2.6-r…



 母貝は水深2～/0.肌に誓いて裸も1ぐり延べ60人で.約
 真000個が採集されたが可成りの資源を期待している。

 大きさはS,L一!2～/4卿程度のものが70%、!4

 脇以ニヒ/5%、/2～/0脇20%で組成としては本県

 での養殖当初より小型の割合が多いように思われる。

 年令組成は2～3年と推定されるもの/5%、4～6年

 プ5%、6年以上!0%で年令的には極端な老貝も少なく

 適当な母貝であった。しかし衰弱貝が5%、又・本県で問題

 となっている病貝(?)が/0%あり更に本県のクロチ

 ョウではみら・れないが、・殻皮層が.外部から侵蝕されたと考

 え・られ殻が薄く改ったもめが7～8割もあって開口、挿

 核時に若千の穀割れを生じた。
 宿毛湾の潮流その他海況1こついてはよく分らないが、冬期

 一の水温は小筑紫港よりや㌧たかく./5～/6℃と思われ

 る。比重は、外洋性で/.025以上と考え一られる。

 母貝は採集後直ちに金網ブ1ゴに8～/2衡入れとし、小筑
 紫港内2んユ5胞層に垂下き一れた二前記の衰弱、病貝(?)

 更に鑑死(5%)は甲湾、低比率卒ど一環境の急変が主な原
 因ではな一いかと思われる捗、本県Iセも年及び所により.多数
 の宥貝(?)抄てるので一今後の結果をみ.なけ.ればクロチ

 ョウの移殖漁場一として率し一て一いるか否か現在よく分らない。

 ○採苗の状況

 主として.栄喜漁脇と高島真珠K・K・浜田耳から聴取し
 た。小筑紫港内では鉾年前カ;らアコヤガイの採菌を打って
 いるが..・クロチョウはそれに混在している。

 これまでアコヤ以外のものは選別の際に捨てられているの

 で.、どの程度着生するか不明だが/弘くらいと云われる。

 宮召.z・弄



 採苗の材料は杉葉で6月頃叶大れ;ら年一る.一。'一一垂下層は0(}

 ク㍗ヨ字1アコヤなど㌧㍗午.うに附着層は表層だろ
 1㍗え!㍗タ・・一本県では管貝…こ着生したものがよく
 、一見受;1ξれ七雫1・小筑紫港柵層以深に抽む'て採苗さ
 れそぐたいのではっきり云えない。

 ○産卵・期と一成長'

 抑着生レた稚貝雌大は.9月・5一日現在・・リグ
 1・・硬鮒1最小は4鰯であ?た。繭考は6月.中、..下旬に後者は
 8月中旬に附着したものと思一われた。

 また昨年採萬さ=れたものは、本8～/9㈱・・小舛4脇程摩一
 職り二養成管酬違い1…ヰり成長に大きな差を生ずると
 云われる帷邪期もI可成り長い一と思われる。.成長について
 ・はアフヤ兇周≡時1…養成した・もの(収差数が多い)はく年で

 {?ニアゆヤよ々寄{.大きく4戸)8燃・・クPチ買ウを選別して養・
 成一したも、一の一.(収差数少・なし)は/0脇以上になる.そうであ

 皇∴る。従っそ採苗し七す一ぐ選別養成すれば満2年下充分に使
 ・ザ用可能た大きさに成長する、と思われる旭

 ○今{後一の裸一酋一!妻成
 今年まであ附着稚貝は別区撞1息地で産卵発塗したものが

 流れ込ん1で着生,した.もgと思われるが.海況調査を行うほ
 .か産卵期を把=握.・して適期に採菌器を・入れれ偉、今後は小筑

 紫港一内で養殖される一もg.も産卵.するだろうから年間
 !α000個以上の採苗は容易なご・と㌧犀.う。しカ)し折箱

 ・養成される母・貝・.も冬期蟻死するようでは・真。呉.9黒真珠も
 良品は期待でき棒いが、浜田一氏によれば成貝を移殖したも
 のは殖んど越冬できないにしてもI採苗したものは異状な'

 山2・8・一



 く越冬生育しているとのぴとである。着し作業貴が越冬可

 能なら半円真珠は無論、黒真療養殖の有望漁場となろう。

 ○本県での採苗の可能性について

 小筑紫港は図のように形状複雑な湾であり、鮒近に相当

 数棲息しているので採苗されると考えられる。

 こしき島の浦内湾は小筑紫港に比しや㌧単調であるが三島

 周辺には或る程度の棲息があって似通った条件にある。

 更に湾内では毎年養殖されているのであり、採苗地として

 'はもっとも条件が備わつそいる。をの他の棲息地は直接外
 洋であり又養殖地も掬放的であるので多くの着生は'望め
 ないが、今夏垂水市荒緒海岸で昨年の秋発生の穫貫一が採集

 されており、表層～申届採苗を試みれば案外漢苗できるの

 ではないかと考えら.れる。

 小筑紫港内。2m層における句平均水温

(16時栄喜漁協測定)

哨々城柵
 二ψ三・レ坐せ妙1・干や岬・

 /～4月35年  5～!2月3.4年
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 小筑紫港内St8の水温、比重

(9月 小松測定)
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比重測定点図
小筑紫港 1/50000

 内外ノ浦

大海

栄喜

 上こしき島浦内湾 1/100000

 なまこ池

.小島浦

 中こしき中河原浦



奄美短信

瀬戸内雑感

 瀬戸内に来て感ずる一ことは、何といってもスパラシイ湾内

 の風景と云えまし一よう。

 波静かにナギサ近くまで青黒く養んだ海、それに澄みきった
 空の青さ・がとてもキレイで、空気までカ,ウマイような気がし・ま

 す。往時西方方画を旅行し、リアス式海岸線の変化の面.白さ

 美しさは、思わず足をとめ、疲れを忘れた・ことを想い起しま

 す。さて古仁屋は一部を除き全く復興もなり、町には不似

 合いな程立二派な町一役場、警察」署の近代的スマートな白壷の庁

 舎、高等学校等が剋ち山手には赤色め公営住宅がズラリと
 ならん淳姿は又キレイな景観と云えましょう。

 小、中学校・の山頂は緑の山カ,大きく焼きはらわ.れて赤茶色.
 に変り、キレイに整地さ一れて大島パイン株式会社のパイン.

 菌が薄緑色を整然と並べ、日に月に大きく広がら行く姿は、
 公営住宅の屋根の赤さと対照的で見る目を楽しませてくれ

 ます.。又・ハエ=カ・アリの争いご・とも一つρ特幣でレよ.う。
 ハエは追う・ても平然一として、f人間共よ、そうイラ、イラ

 追うな」と.でも云っているようで、漫然と構えています。

 ヵは昼でも音もなく近寄りチクリとさします。

 庭のパ㌢ヨgはアフ.リカマイマイとアリーの巣み担いで・そ
 の幹の老友を一皮剥けば、アリとその幼虫でいっぱい、.その

 根元、葉には大、小多くρカタツムリを見率す。
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 通日、一坪菜園を作り青菜の着諜二、三案出て.青菜の夢を

 見ていましたら、一夜にして全く骨を残すのみと在りました。

 夕方、試みに小指大から親指大のカタツムリを採ってみた・ら

 十分位で空罐いっぱいとなり、かぞえるに/.50匹、.コブ

 シ大のものが.大きな穀をユラリ、ユラリしていると、つい

 敗戦の置土産と打ち殺しています。

 そ.の繁殖カのスサマジサは手スミの比では・ないと思われます。
 今にしてその抜本的対策をたてねぱ、全島野'も山ポーし

 .れにセイフク?の憂目にあうのではないか。
 瀬戸内見たま㌧。

 N生

 ☆☆☆一☆☆☆☆☆☆☆☆

 ☆各部日記☆

 ☆★☆☆★★☆。☆★★☆

 ○調'査部日記

 /一θ'月/一・3日芦)/5日

 /0一月ノ6日～2・6日

 /0月'。24日丹)、2ク・日

 /0月一2ク日一(}30日一

大隅半島地区魚礁調査

 肝一付・川水質調査

全上資料分析

 種体一ヨット競技さ.ゾなみ貸与
 薩摩半鳥地区魚礁調査I・

 ○養殖部日記

 ・/0月11/日・()3/日

 /0月/日～2一日

 /0月'/日～3/日

ト・

 ノ"種付指導(米ノ津)

 ツーキビガイ成熱調査

 コイ肥飼餌料試験(玉里養魚場)・

 一.3-4.≒ミ・・



 /0月5目クロみヨウ貝幼生草芦
 ./0月6日㍗クロチヨウ貝組織切片作成I・

 ・0月/・日寒中みじんこ繁殖地葦成='
 /0月2/'旧へ・24日一.

 ノリ人工(野外う.採菌(脇由)

 ○製造部首詰

 1一月.小、串楴叶年々豊漁民率に本場あ1
 パ、i、ミ琴料亭出弔野す㌧

 .1∵㍗㌻1芝㌻1業1.
 来訪・、.り

 ・・月・・日一一枕崎水苧㍗蛾とl!ける水産展示会
 ….1'・.;。..一1本場㍗料去出品す1
/0月/0日(一//日.

 、、魚肉ソ十幸.÷ジ製造一
 ・・月!・自..か{坤1雪小部のみ/ん千裏造

 指導に画技師一出張。

 ・・月・・占枕帥か二叶鉦造指増に藤田技師出張'
 ・!、ψ日、。業者、・花田芳造グじ!茄土研究の

 和め平識.
 /・凋千げ日クレハ.ロンの緒1素性能試験
 ・・月.・μ一美名.・,三二商会角煮研究のため来訪
 /0月刈日フイ・㍗ユケrキ製造試竿,
 ノ・月峠中魚肉トセージ製壷

 一東町漁観組立'夕名、見学に来訪



 ○漁業部日記

/0月3日

/0月5日

/0月/0日

!0月//日

/0月/3日

 一/0月/ク日

/0月/8日

/0月24日

 ・/0月25日

/一0月26日

 ./0月2ク日

 指導船「かもめ」第5次集団操業指導

 のため出港(三島、十島)

一週間漁況調査.

 湾内プランクトン調査

 「照南丸」.菓支都海海洋観測より帰港

週間漁況調査

 湾内プランクトン調査//日まで。

 「照市丸」牛根蓄養魚場調奪.
 rかもめ一」第5次集団操業より帰港

 「かもめ」澱粉汚水被害調査のため

 志布志湾へ./5日まで。
週間漁況調査.

 「かもめ」第6次集団坪業指導の一ため一
 三島、七島近.海へ

 「南南丸」離島営農水産指導調査のため
 三島村I、十農村へ24日まで。
 さば魚体測定(近海もの)

週間漁況調査.
 さば魚体側牢(東海もの、.共和丸)
 r照市丸」ロラーン設置

 「かもめ」第6次集軍操業よ?帰港
 「照市丸」八代海調査のため出港

 「かもIめ」人工魚礁調査30日まで

 (指宿、川I辺、.日置郡沖合)
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編集後記

 稲田の黄色、ほのかに紅さした,高みかんの緑色。

 鑑台店の戸板に積んだカキの赤色、威張っでゆっくりと

 歩く女。秋は五色の錦をあたり構わずぱらまいて

 ケンランたる稔りの祭壇を築く。

 §集団操業第二報1沿岸漁業のうえにひく㌧たれ1二めた

 暗雲の一角に光明を求めて十島近海・にはぱたく集団操

 かもめ。

 五万漁民のひたすらな願いを南メイの海神に伝えよ。

 寛け…童窯ミら号ま置暑カ)者τ/し。

 婁黒螺貝の天然採苗1I,日本の農学はデモンストレー

 ションにすぎぬ■Iと放言した異人さんえの御礼と、浅海

 増殖の真価を発揮して!一作る漁業]への行進を起すこと

 の実益を兼ねて、人工採苗技術の開発が待'たれる昨今で

 ある。造化の神から淘汰の権隈を奪取せよ。

 OO海の水質調査、△△川の汚水調査、等々およそ

 かんぱしカ)らぬことのみにか㌧づらいて、よすぎの巣と

 なす男ありけり。秋の深まるをもタロらでありしが、或る

 日へちまの皮の色づきたるを見て生命保険に二口か

 かりぬ。
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